
様式５【指定管理者及び市作成】

今年度 今年度 対計画比 前年度

計画値 実績値 （％又は増減） 実績値

301 190 63.1% 272

188,500 34,979 18.6% 171,481

0.0% 9.8% 9.8% 9.2%

5,290 466 8.8% 4,415

今年度 今年度 対計画比 前年度

計画値 実績値 （％又は増減） 実績値

170,938 144,653 84.6% 164,818

0.91 4.14 456.7% 0.96

0.91 4.14 456.0% 0.96

令和２年４月１日～令和７年３月３１日（５年間のうち１年目）

（％又は増減）

項　　　目

10.6%

３　施設の経営状況

１　施設の概要

２　利用状況

袖ケ浦市三ツ作１８６２番地１２

施設の維持管理、運動の提供と、施設の市民向け開放事業等

利 用 料 金 制

指 定 期 間

施設の設置目的 市民の健康増進のため

対前年度比

施設の所在地

指定管理業務内容

開館日数（日） 69.9%

袖ケ浦健康づくり支援センター

健康推進課

　□導入　□一部導入　■なし
※「一部導入」は利用料金制を導入しているが指定
管理料を支出している施設

指定管理料 87.8%

施設利用者数（人） 20.4%

貸室（設備）稼働率（％）

指定管理者名

施 設 名

公益財団法人体力つくり指導協会

施設担当課名

（％又は増減）

106.5%

（単位：千円）

利用者当たり自治体負担コスト 430.3%

事業開催数

利用者当たり管理コスト 430.7%

令和２年度　指定管理業務　事業評価書

項　　　目

対前年度比
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様式５【指定管理者及び市作成】

自己 担当課

評価 評価

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

Ａ Ａ

Ａ Ａ

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ

Ａ Ａ

Ｃ Ｃ

Ｃ Ｃ

Ｂ Ｂ

１２個 Ｂ Ｂ

 
　(1) 指定事業

○新型コロナウイルス感染症の感染状況に応じ、臨時休場や時短営業、時
間・人数制限を設けての営業など、想定外の状況がたびたび発生し、その
都度利用者への告知案内および受講料還付等を含む事務作業に多くの時間
を費やしたが、円滑に処理し対応した。営業中は、１日６度の入替毎の館
内清掃作業を職員と清掃業者で分担し適正に実施した。

○機械設備、建物等の保守点検並びに環境美化管理および個人情報取り扱
いについては適正に実行した。

○主催事業は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から一部の教室を除
き、管理業務一覧表のとおり総ての教室を中止した。

○自主事業も主催事業と同様、企画・講習会開催については新型コロナウ
イルス感染症対策のため、１年間中止とした。なお、用品販売事業は実施
したが厳しい結果に終わった。

新型コロナウイルス感染症対策のため、施設の休場や利用制限をするな
ど、通常とは異なる状況であったが、適切な管理運営がされていた。
経年劣化による設備の故障が発生しているが、その都度適切に対応されて
いた。

個人情報の取扱いが適正に行われたか

施設の目的に沿った自主事業が適切に行われたか

２ 利用者に関する業務

　(1) 利用状況 利用者数・稼働率等は、適切な水準であるか

利用者拡大のための利用促進業務が適切に行われたか

業務に必要な研修・教育が適切に行われたか

基準に基づき、清掃業務・維持管理が適切に行われたか

４ 事業の実施に関する業務

基準に基づき、保守点検が適切に行われたか

基準に基づき、修繕業務が適切に行われたか

評価基準

１ 施設全般の管理運営に関する業務

　(1) 職員配置

Ⅰ 履行の確認

評価項目

基準に基づき、適切な人員配置がされたか

基準に基づき、保安・警備業務が適切に行われたか

基準に基づく事業が適切に行われたか

　(3) 保安・警備業務

　(4) 修繕業務

 * 指定管理者の自己評価

 * 施設担当課の評価

［ 評 価 結 果 ］

　(2) 自主事業

５ 個人情報の取扱

Ⅰ の 総 括

　(2) 利用[使用]料金

３ 保守点検並びに清掃等業務等

　(1) 保守点検業務

　(2) 清掃業務・維持管理業務

利用料金の設定、利用[使用]料金の徴収・減免・還付の
手続は適切であるか

当 該 施 設 評 価 項 目 数
《 標 準 評 価 項 目 数 １ ２ 個 》

　(2) 職員研修

　(3) 利用促進業務
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様式５【指定管理者及び市作成】

Ｂ Ｂ

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

４個 Ｂ Ｂ

自己 担当課

評価 評価

Ｂ Ｂ

指定管理者

施設担当課

指定管理者

施設担当課

Ⅱ サービスの質の評価

実施された事業内容は、質の高いものであったか

備品の貸出状況や消耗品等の補充状況は適切であるか
利用許可など利用者への接客対応は適切であるか

日常清掃業務や衛生管理は適正であるか
備品などの設備の維持管理は適正であるか

○各種協定書・募集要項・仕様書・計画書に則りコロナ禍において出来る
ことは全て適正に運営を実施した。

○突発事項（新型感染症等）において、担当課と都度協議・協力して適切
に対応した。

施設の利用が制限される中、感染症対策を講じた利用方法への変更や公民
館でのシニア運動教室を開催するなど、適切な運営がされていた。
新たな取り組みとして、ＬＩＮＥによる運動動画配信を行うことで、利用
者の健康に対する意識の高揚が図れた。

○利用者から寄せられた意見を適宜対応し、適正な管理に努めた。コロナ
禍における新たな取り組みとして、ＬＩＮＥ公式アカウントでの運動動画
の配信を行い、運動意欲の維持と啓発を行った。また、利用者アンケート
をＷＥＢにて実施した。

○主催事業、自主事業共に計画から大幅な変更を余儀なくされたが、状況
に合わせて適正に対処した。一般開放については新型コロナウイルス感染
対策のため時間制限・人数制限・都度清掃を行い営業し、利用者・職員か
ら感染者が出なかった。運動教室については感染状況を考慮し“見送り”
が繰り返され、１年を通して全て中止した。

○自主事業は課外活動と講習会がすべて中止となり、これに伴い市への利
益還元額がゼロになった。

当 該 施 設 評 価 項 目 数
《 標 準 評 価 項 目 数 ４ 個 》

○第３次指定管理初年度は、コロナ対策に翻弄された１年であった。しか
し、担当課の適切な指導および全職員の懸命な対応により、感染者を一人
も出さずに終えることができ感謝いたします。
休場や時短営業、人数制限、教室中止が重なり利用者数が大幅に減少した
ものの、動画配信など新たな取り組みにチャレンジすることができ、今後
もコロナ禍における取組を模索しながら、施設の存在意義を市民に示して
いきたい。

利用者アンケートを実施し、その結果は妥当であるか

その他特記事項
（成果・改善等）

総合評価に係る
総括意見

新型コロナウイルス感染症対策のため、施設の休場や利用制限をする中
で、利用者数が減少したが、増加するような新たな取り組みをしているの
で、今後も継続されたい。

Ⅰ・Ⅱ を合わせた総合評価総 合 評 価

新型コロナウイルス感染症対策のため、指定事業や自主事業を計画どおり
実施することができなかったが、対策を講じた上で、施設の管理運営をす
るという難しい状況で、感染者を出すことなく適切に管理されていた。
引き続き、適切な管理運営により、感染者が出ないよう連携を図る。

 * 施設担当課の評価

３ 運営業務
 　　（貸出状況、接客対応等）

４ 指定・自主事業(事業内容の質)

Ⅱ の 総 括

 * 指定管理者の自己評価

１ 利用者満足度

２ 維持管理業務
 　　(清掃、備品等の維持管理）
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様式５【指定管理者及び市作成】

Ａ (優　良)＝

Ｂ (良　好)＝

Ｃ (課題含)＝

Ｄ (要改善)＝

Ａ (優　良)＝

Ｂ (良　好)＝

Ｃ (課題含)＝

Ｄ (要改善)＝

Ａ (優　良)＝

Ｂ (良　好)＝

Ｃ (課題含)＝

Ｄ (要改善)＝ 評価基準にＤが含まれている

総括がすべてＣ以上である
　③総合評価

協定書等の基準を遵守しているが、内容の一部に課題がある

協定書等の基準を遵守し、その水準に概ね沿った内容である

協定書等の基準を遵守し、その水準よりも優れた内容である

総括がすべてＢ以上である

　②総　　　括

協定書等の基準が遵守しておらず、改善の必要な内容である

総括がすべてＢ以上であり、かつＡが１つ以上である

評価基準がすべてＢ以上であり、かつＡが過半数以上である

評価基準にＤが含まれている

評価基準がすべてＣ以上であり、かつＢ以上が８割以上である

評価基準がすべてＣ以上である

　①評価基準

《評価区分》
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